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388.麓在主婦モデル鱒易体カ評{護法の鰯発とトレーニング

効果の判定について
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{背景}業部による体力テストは実際のフィールドにおい

ては多人数に対する適用が難しいのが現状である.このよ

うな筏点で.2008年より λタ…トした特ニ定鍔犠指導を考え

てみると，一人ひとりの評{認に基づく遂箆jプ口グラムの提

供が求められるが$この謀総がそ・の普及を抑制する可能性

は十分に考えられる. [日的}本研究の自的は，家庭でも
鰐易に実践することが可能な務易体力評錨法を開発し，さ

らに鱗易法によって縦断的にも体力の変化を推定で、きるモ
デル式を開発することであった. [方法}簡易体力評締法

をj鶏発するために用いた対象者は， 30-79畿の男性286名
(平均年齢54.3:1拍 12.0歳入女性378名(平均年齢56.3土10.9
殺人計6641'，であった.文部科学殺の新体力テストに準じ
た8数回による体力得点を算出し，イ本力得点を推定するた

めの重脱線モデル式の独な変数として，先にわれわれが開
発した61項8の体力に関するアンケートに加え，体議，

B1¥'H. f;本務妨率，筋肉率，および18あたりの平均歩数を
用いた.さらに，男性11'1名(51.3土12.1議入女性136名(56.3
土10.3ulZ) ，針253名を対象に，存酸紫性運動と筋力トレー
ニングを組み合わせた個別遂動プログラムを3ヶ月鰐実施
し，体力得点の変化を?を定するために歩数や運動の実施状
況をそニタリングした. [結巣}本研究において，体力テ
ストによる体力得点を推定するために開発した議総務モデ
ル式は，男性において，体力得点トG場 167~長年齢十0.181*
体獲-O.61~i *体脂肪宗十0.26:1*筋肉率十4.172*アンケー
ト能力態+34ρ13，女性において，体力得lX=-O.150*年

齢 -0.143* Br..-1[-O.025 *体指紡率+0.989 *筋肉率十
4..348本アンケート能力鑑十23.632であった.重i琵婚式の

寄与率は男女それぞれ， 53.6%か=0.182)，および49.1誌
{γニ0.701)，~詮定艇の綴i隼誤差iま男女それぞれ~ 5.37)仇

および5‘92点であった.縦断的検討において，体力テスト
による体力得点iえ介入前36.6土8.7点から3ヶ丹後，t2.2ごと

6.?に有意な向上 (p <O.OJ) を示し，体力得点の変化を
捻定するための霊凶婦モデル式は，体力得点、の変化=0.157
*年齢的0.00013*平均歩数十0.00015* 10分以上遠鏡歩数
十0.314*滋あたり筋トレ実施怒数制0.115*介入前推定得

点:-0.377で示され，体ゴj得点の変化と誰定体力得点との変
化の相関係数は， r=O.53 (p く0.01)であった. [考察}
体力テストの代替法として，われわれが先に務発したコン
ピュータ適応型テストに定、f存可能なアンケートによる非力

推定法に，家庭においても鶴易に瀦定できるインピーダン
ス法による筋肉率や体脂肪率，あるいは歩数計による18
あたり捗数などの爽秘主義を加えた簡易捧力推定法は，体力

テストとの関連性が潟く，体)Jの変化に対しては，選動の

実施状況を考慮した箆あ推定法によって…定の精度で追従
することができると考えられた. [主主諾}横断的かつ縦断
的にも利用できる鵠'易体力評価法は， PC と体組成雲f~，お

よび渉数計があれば，会鎚いつでもどこでも実絡できるた

め，多人数を対象とした体力評鰭法として宥溶である可能
性が示唆された.
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